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Preservation Committee for the Wall Paintings in the Main Hall of Horyuji was established in 1916, and their problems 
recognition of progressing deterioration of the wall paintings were summarized as the following 3 points; 1) aged 
deterioration of ancient structure which caused cracks on the surface of the paintings, 2) aged deterioration of the wall 
paintings themselves which foliated the color, 3) insufficiency of the fire prevention equipments. The preservation acts 
had executed measures based in those 3 points until 1956. Nonetheless the former committee in the 1910's concluded 
it was nonessential to execute the fundamental restoration, concerned experts’ idea of disaster prevention required it in 
the 1930’s, while trying to maintain its cultural value, namely keeping paintings in the hall after the act completion, by 
means of advanced technologies and academic researches. Encountered many difficulties, after all, the paintings are now 
preserved in the back storage of the temple, which symbolically shows aporia; “disaster prevention” in the modern sense 
is, needless to say, a necessary measure to save cultural heritages but unavoidably decreases cultural value of them. 










された提言であった。その防災事業の枠組みは、昭和 9 〜 31 年の法隆寺昭和大修理事業に引き継がれて、
昭和 14（1939）年に組織された「法隆寺壁画保存調査会」は各種の調査研究を推し進め、その防災の基本









































































































































































































































浜田は昭和 14 年 12 月 20 日（第一特別委員会）において「壁体の一面に強固なる枠組を作り之より適当な腕
木を出し貫、地覆を支へ其支点は適当な膠着剤を以て固定し然る後枠組を壁体と共に全体として移動する」
という基本方針を提案し 7）、昭和 15 年 12 月 13 日の第四回総会において研究報告（第一報・第二報）を行っ
















戦後に持ち越されたが、昭和 22 年 10 月 13 日に両者の立ち会いのもと五重塔初層解体時発見の壁画の取り
外しに成功し、同日開催の壁画保存調査会で「その結果良好、殆んと損傷なし（金堂の壁画も：引用者註）取
外しは不可能にあらず」と結論されている 12）。また、当時の修理工事事務所長・大岡實も「五重塔の壁は（中略）


































　その後、壁画の一部に「ガムコパル溶液」による硬化の実験が行われたが 14）、昭和 14 年 7 月の第二回総
会において、表面が黒く変色し、光沢や汚点を生じるという欠点があることが指摘された（速記録、p.50）。













うという計画が立てられ、約 2,000 円の予算が計上されたが、明治 40 年に世論の反対などから中止された





度の推移データをもとに、金堂内部の一般拝観を春期 45 日間、秋期 30 日間に限定することが決められた（大
正8年の認可後に実施）。さらに雨天・強風の日は拝観不可とし、一度に25名以上の拝観も禁じられた 17）。また、




の必要性が指摘されており（p.83）、大正 5年には田中松太郎（1863 〜 1949、大正 4年「田中半七製版所」創業、現・
半七写真印刷工業株式会社）による写真撮影が行われた。昭和期に入ってからは、昭和 10 年に京都の便利堂
により、壁画の原寸大モノクロ写真・四色分解写真の撮影が行われ（図 9）、昭和 13 年までにコロタイプ印
刷を用いて壁画の複製も作製された 18）。このコロタイプ印刷の複製を下図として（この印刷方法は連続階調の





　防火施設の設置は、そもそもは明治 45 年頃に黒板勝美と関野貞が発案したものであり 20）、大正期の委員
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4知つた。然し壁画のある下層壁が最大抗力を示して破壊を来す虞れがあることを推定した」と記している。
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を設置する案は研究の余地ありとして保留とされたが 21）　　、大正 14 年から昭和３年に施工された（総工
費約 20 万円）22）。この防火設備は、法隆寺の北西にある鎌峠谷に堰堤を築いて防火池（「可魔池」と命名された）
を建設し、そこから長さ 683 間（約 1.2km）の導水管を引き込んで境内の９０箇所に防火栓を設置するとい
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が最優先されていたからである。しかし、昭
和期に入ると、建物に解体修理




















告書　第 14 冊』昭和 31 年
図 7　壁体の移動作業
出典：『法隆寺国宝保存工事報告書　
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3）「法隆寺金堂壁画保存ニ関スル説明書」（昭和 13 年 4 月、大岡資料 6-11-32-4）からも当時の文部省の問題認識はよく分かる。
4）『法隆寺壁画保存方法調査報告』（大正 9 年、文部省、p.87）。同書には「金堂ノ基礎ハ創建以来、異状ノ認ムベキモノ無キヲ以テ、
十分堅牢ナルコト明カナレバ、強テ加工スルノ必要ヲ認メザル」（p.10）とある。





10）『法隆寺国宝保存工事報告書 第 14 冊（国宝法隆寺金堂修理工事報告）』（法隆寺国宝保存委員会、1956、p.91、pp.50-51）、および




昭和 13 年の「金堂柱ノ不陸並ニ傾斜測定」として最大高低差 3寸 4分 5厘、最大傾斜 2寸 6分 5厘と記されている。
12）「壁画保存調査会　昭和二十三年十月十三日」『法隆寺金堂壁画保存調査会会議録』川崎市立日本民家園蔵・大岡資料 6-11-32-31
13）『大和タイムス』（昭和 22 年 10 月 20 日 2 面、昭和 24 年 1 月 12 日 2 面）。また、山崎一雄「［資料］法隆寺金堂壁画調査の回顧（続）」
（『古文化財の科学』昭和 61 年 12 月号、pp.58-61）に掲載された大岡實からの書簡からも当時の工事事務所の意向がうかがえる。
14）昭和 14 年 7 月「法隆寺壁画保存ニ関スル一覧表」（前掲）によれば、ガムコパル溶液を用いたこの実験は大正 5〜 8年に行われた。












た」（p.37）と指摘している。また、服部文雄は「建造物の保存と修理」『仏教芸術』（1981 年 11 月号）の中で、この事業がその後
の数寄屋建築などの修理で、壁体を樹脂で強化して取り外す「大ばらし手法」の端緒となったと述べている（pp.108-109）。
27）たとえば中井宗太郎（京都絵画専門学校教授） は「壁画保存のため切取説もあるやうでありますが、私はこれに絶対反対です。（中
略）近頃提唱される科学的方法は、まだまだ研究し、また実験する必要があると考へます。（中略）私は『ふのり』でとめてゆく
古来の保存法を強く主張したいのです」（同書、p.131）と述べている。
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